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　　　　　　4月～
　　　　　8月）
約600t約2，000t6Ut　O

　　　’（4月～
　　　　8月）
700t3，200t1，470t

探掘：何れも露天掘で第2操石場（コンプレッサー2

　　　台，50HP，15HP，墾岩機1台）以外手掘で

　　　あるo

蓮搬：國道を自家用トラック或は馬車で佐敷駅まで

　　　蓮搬するが，3・5解4・4kmで比較的便利であ

　　　るq
從業員：45名（内職員4名）一

出荷先：主として八幡製鉄所，一部長崎製鋼所であ

　　　るo
現在石友石は全然利用されていな、・が，将来石友或は’

タソカル製造のため，工場敷地を建設中である0

　　　　　　　6．結　　語
　当地域の苦友石はその賦存状況が臼杵・津久見地区，或

臆西方の九州石友工業株式会融のそれと同一であるが，

臼杵・津久見地区に較べると鉱床の規模が小さいo操掘

切羽に於ける苦友石の賦存率は20・》30％である◎從つ

て操掘條件悪く，葛生の石次岩が豊富に出廻つている現

在では，北九州の工場に於ても慣格の点で競箏が非常に

困難である◎

　品質は充分選鉱に留意すれば，Mgo　i7％を確保出来

ると思われる。鉱量は鉱床歌況が比較的明瞭で，既に開

発されている場所で24×104t推定される。

　この砿山の唯一の利，点は小蓮邊が3。5～4．4kmで雰

臼杵地区の砿山（20km前後）に較べると短いことそあ

るo

新しい鉱体の発見も必要ではあるが，当地域の地質及

び鉱床の状態から見て大きな期待はかけられない。寧ろ

第2採石場附近に採掘主力を集中し，第1操石場南方の

飯田氏駈有地内の，比較的纒まつた鉱床も開発して原償蜀

下げに努力すべきである。（昭和雛年9月調査）
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大分縣北海部郡津久見町南津留村・大野郡田野村・淵登村附近

　　　　　　　苦茨石鉱床調査報告
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Dolo撒玩e　Depos重ts　＆round　TSuk賑mi．

　　］ma曲葺，〇三ta　Prefecture．

by

Toshio　Wada　and　Tadao　Hamachi

　The　dolomite　deposits　are　developed　in
tわe　area　of　Tsukumシmachi，Minamiltsuru－

mura，丁鼻noマmura，and　Kawanobo盛mura，
along『1萱mestone　beds　of　the　Palaeozoic　agα

丁丘ey　occur　as　flatt　or　i汀egular　Ienticular

’bodies　of　general　EW　trend　and　high　inc1シ

nation　and　they　consist　of80～30％dolomite

and　20～70％　1imestone．

　Thedolomitelensvariesfromabout15m
to60血in　thickness　and　from　about20m，

to200m萱ndiameteL
　The　total　probable　ore　reselves　ar6estシ

mated－as　about1，053，000metric　tonsl

＊鑛床部　　　　　＊＊彪岡支所’

　地質調査所月報第2聡第2●號昭和26年

　　　　　　　L緒　　言
　筆者等は昭和鍛年1月18日より28日まで大分縣下

の苦衣石砿床の調査を行つた。なおこの調査には井上秀

雄が加わつたo試料の分析は本所分析課で行つたo

本地域に分布する探掘業者は次の通・りである。

　　　　　　2．操掘業者

北海部津久見町一株式会赴五十川ドロマイト砿業所

北海部郡臼杵町一宮崎砿業株式会肚

北海部郡臼杵町一足立砿業株式会融

北海部郡臼杵町一小野砿業所

北海部郡下北津留熊崎駅前一安東砿業所

大野郡川登対一大豊砿業所

　　　3・位置及び交遽1附図1参照）

本地域の苦次石砿床は大分縣北海部郡津久見町，同郡

南津村・大野郡田野村・川登村一精に存在する。

　　　　　　　　　　　　徒歩　　　2km
津久見町・・一¢日豊本線津久町駅→奥川内部落→

　　　　　　　　　　　　4km　　　　索道
　　　操掘場（五十川ドロマイト）
　　　　　　　　　　　　徒歩（トラック）・

南津留村一∵一日豊本線津久見駅　　　　　　→彊原

　　　　　　　　　　　　　12km
41一（10弓）



〃

　　　　　徒歩
　　内部落一→旧採掘場（宮崎砿業）
　　　　数100m
　　　　　　　　　　三…重町行省営バス’
田野村及び川登村…一・日豊本線　　　　　　　　→

　　　　　　　　　　　約ユ8km
　　　　　　　　徒歩（トラック）田野村採掘
　　　　　　　　　　　　→場（宮崎，小
’　　　／数km野匙）

　　野勲→＼竺伯竺茅1野登肩上落合音β

　　　　　　　　　5㎞
　　　　　　徒歩（トラ辺川登村欄翫（宮

　　添／、・一2km　騨）
　　　　＼徒歩一川登村鉱床（五構大

　　　　　　1～2km豊）

　　　　　4・地形及び地質
津久見町附近には海抜657mの胡麻柄山があり，そ

の附近は石友岩台地特有の地形を示している。

地質は主として秩父古生暦より成るが，往々河川に滑

う地域には阿蘇熔岩が分布する。秩父古生暦は粘板岩・

砂岩・珪岩及ぴ石荻岩より成り，一般走向はN60。Eで

北に急傾することが多い。

石荻岩は津久見町附近より高登山・胡席柄山基盤ケ嶽”

を経てS600W方向に延びており，津久見町附近ではそ

の厚さは約1・5kmに達するが，大野郡田野村及び川登

村附近では数個のレンズ状となつている・石次石は亥

色非晶質で，津久見町では日本セメソト・小野田セメソ

ト株式会肚等で操掘されセメント製造その他の用途に供

されている◎川登村には風蓮鐘孚£洞と称する比較帥大規

模の鐘乳洞があり天然記念物に指定されているQ

粘板岩は古生層の丙最も広く分布し，珪岩或は砂岩を

屡々挾んでおり，珪岩の或るものは櫨材珪石として数カ

所で採掘されているQ

田野村では蛇紋岩が粘板岩中に小規模の岩床状をなし

て貫入し，その中にク・一ム鉄鉱を胚胎する部分があ

り，戦時中に稼行されたものもある。

　　　　　　5．鑛　床
鉱床は石友岩中に胚胎する苦友石で個々の鉱床は相当

不規則な形を呈するが，それぞれの鉱床は相集つて鉱床

群をなし石灰岩の延長方向と略々同方向に延びた鉱床賦

存幣を形作つている。石次岩との境は比較的鋼然として

おり，肉眼で充分識別することが出来る。個々の鉱体の

幅は数mm程度のものが最大である。鉱体賦存幣の幅

は筍Om余に及ぶことがある。軍十川ドロマイト（津久

見）一及び宮崎，田野第一探掘場では，蛇紋岩が苦次石或

は石茨岩中に発達して居る部分がある。

　（a）田野村の鑛床『

苦次石鉱床賦存帯は海抜約200mの地点附近に在つ

てその延長は断続して1km余に亘り，幅は東部で大き

く100m余に及ぶQこの苦友石鉱床は石荻岩と粘板岩

．との境附近，師ち見掛上，石荻岩層の上部に胚胎し採掘

場の北崖に粘板岩が露出している事があるo

苦次石の鉱床の北方約400mの地点附近には蛇紋岩

が岩床状に粘稼岩中に貫入している。

（b）川登村の鑛床

清水原部落の南方約4kinの南野津村と川登村との麓

界の三角点（316m）附近及び上落合東方にある。

清水原部落南方の鉱床は幅約40m延長方向に断続し

て数100mに及ぶ。三角点附近の苦灰石賦存帯として

は幅約釦1n長さの方向に断続して数100mに及ぶも

のとその北方に小規模なものがあるが，前者は未だ充分

探鉱されていない。上落合東方のもの（足立鉱業所有）は

極めて小規模である。苦次石鉱床賦存帯は附近の古生層

の走向（：N60～70。E）に略々華行である。

　（e）津久見町及び南津留村の鑛床

本地域の鉱床は津久見町よりS600W方向に分布する

幅1．5kmの石友岩中に胚胎し，鉱床賦存帯は略々石友「－

岩の走向と同一の走向を有しこの中に多撫の苦荻石の露

露がある。一般に苦友石鉱床に於ける苦次石と石次石の

混合率は1：3乃至1：2程度であるが，局部的には苦友『

石が70阿80％を占疹ている部分もある0

　　　　　　6．鑛　石
　当地方の苦次石と石次石の識別は肉眼的にも容易であ

るがその品位は決定し難い。

苦次石の露頭は一デ般に象皮状を呈し，平滑な石友石の

それとは容易に識別する事が出来る。

　苦灰石は次白色及び淡荻色を呈し，．淡荻色を呈するも

のは断口が李滑な場合が多く，分析結果からみて概ね高

品位なものが多い，何れも微細な硝子光沢の苦衣石（？）

の結晶を含んでおり，川「登村の苦友石は珪酸分が比較的

多い。分析結果から到るようにMgOの含有量は操取試

料に就いては最低16％，最高21％であるが，八幡製鉄所

に納入される鉱石はMgO17％前後であぢd操取試料を

地質調査所に於て分衝した結果は第1表の通りであ1るo

　以上の分析値は個々の試料を分析じたもので，出荷鉱

石の品質を表わすものではない。八幡製鉄所への入荷鉱

石に就いて同所業務部用品課で行つた分析結果を示ぜ

ば，第2表の通りであるQ

　　　　　　7．各　 論

　（1）宮崎砿業株式会肚（略，速報No．98参照）

　（2）株式会肚五十川ドロマイト砿業所

　津久見町　当地方最大のものであるo操掘場歪体とし

ての苦友石の賦存率ほ25％程度で，操掘場の南端部に

42一（106）



第 　　1　　表

lAli

Mgo％
Fe身03％

Sio鶉％

BI CI D／ 司 FIGl Hl
　｝

1
エ1 Kl L M

「29：911誰・11：認19：91129：器11：器19：ll21：ll21：欝11：羅11：1921：91

3。82 8．78 2．60 5．06 1．04 0．74　　1．14 0．28 0．36 0．24 0．5垂 0．74 0．72

・註）　（A）（B）安東砿業所2号採掘場　　C）安東砿業所1号操掘場　　（D）安部操掘所　’
　　（E）安部採掘所（角礫状）　　（F）宮崎砿業所田野採掘場　　（G）（H）小野砿業所第一探掘所
　（1）足立砿業所田野採掘場　　（」）足立砿業所露頭　　（K）小野砿業所第3操掘場
　（L）宮崎砿業所川登探掘場　　（M）五十川ドロマイト砿業所
　　（H〉及び（1）は表面が準滑で淡次色で，その他のものはこれよら梢々白く，『特に（A）（B）

　　（C）（D）は他に較ぺて白い。

　　　　　　　　　　第　　 2　　表

五十川鉱業所鉱石』

足立砿業所鉱石

宮崎砿業所鉱石

i月入荷鉱石

2　　ケ

9ゆ　　　ケ

玉　　〃

Ω
μ　　　ケ

3　　〃

1　　〃

2　　乃’

3　　〃

Si・2％i

・1，6多

1。42

1．10

0。84

0．50

1。29

0。U

1．24

0．96

A12・3％1

0．57

0．13

0．12

0．29

0．12

0．22

0．84

0．16

0．10

Fe2・3％1

0．24

0．21

0．14

0．21

0．28

0．14

0．29

0．28

0．14

Ca・％1
MgO％

35。40

37。81

37．84

36．30

36。75

33．57

37。05

34．49

37．81

』16．18

16．箋3

15．73

17．渇9

17．25

15．78

16．36

19．03

15．65

Ig．　LOSS％

45．30

44．26

45．02

45．00

45．03

43．95

45．2，

騒．70

45．29
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第1圖　津久見町五ナ川ドヒロマイト會耐：鑛旅附近地質圖
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は蛇紋岩がN600Eに数II1の幅で』走つているo苦友石は，

操掘場より西方に主として分布し，鉱区境まで賦存して

いる6
鉱量　幅約6りm，長さ約2001n，高さ約25m，賦存

　率25％として推定鉱量約2G万t
　川登村の鑛床，昭和雛年5月高野産業株乗会祉より

五十川ドロマイト会肚に譲渡ざれたものである◎

　（イ）三角点東北方約5QOmの谷にある旧探掘場切

朋に於ける賦存牽は8D％颯上に及び当地方の鉱床とじ

ては優良な鉱床であるo

　鉱量　（a）採掘地並上部

　　　　幅約4」m，長さ約40n1，高さ約鉛m

　　　　賦存寧約80％　臼

　　　　推定鉱量約1441000t
　　　（b）採掘地並下部・

　　　　幅約40m，長さ約40m，高さ約20m．

　　　　賦存率SO％，推定鉱量約72，GOOt

　　　（a）十（b）計216，QOOt

　（ロ）三角点南方

　幅約25m，長さ約2ひm，高さ約15m，賦存率30％

　推定鉱量約7，000t

麹ち川登村として計約223，QGOtを得た。

　（3）足立鑛業殊式会杜

　田野撮掘場　鉱量　幅約15m，長さ約20m，高さ約

35m，賦存牽80％，推定鉱量約24，000t

　黒土山採掘場　操掘場の東北部の切朋は幅約15mあ

つて苦荻石の賦存率は約30％であるoこの探掘場から

N700Eの方向に百数十斑の地点に点々と苦友岩の露頭

が見られるが，鉱量は僅少である。

　（4）小野鑛業所

何れも田野村に在る。

第一採掘場　鉱量　幅約30m，長さ約30鵬，賦存率約

30％推定鉱量約15，000t　　　　　　　　　，

第二採罎場　苦友石め賦存1率は切贋面に於ては30～弼

％でこの採掘場の東方約30mの地点迄露頭が散点して

おり，本探掘場附近の推定鉱量は［0，000t程度である。

第三採掘場　苦友石の賦存率ほ30％程度であり，採掘

場の東部は露頭も少なく鉱量算定の対象となし難い。

　（5）安東砿業所（略，速報：N（〉．99参照）

　（6）阿部採握翫

　宮崎砿業川登探掘場の東方数100瓜の地点の山頂附

近に在つて，幅20～30m，長さ10G驚の範囲内に苦友

石の露頭が散点し，特に山頂附近には多数の露頭があるo

本地域の苦友石の特に変つた産状として苦次石の数cm・

～10数cmの角礫が石友岩中に散点しているのが見ら

れるo
　尾根の東側　鉱量幅約20rロ，長さ約60m，高さ約

15m，賦存牽3G％

　尾根の西側幅約30m，長さ約20m，高さ約5m，

賦存率30％，推定鉱量約2，000t

　合計（A十B）約・7｝000t

　（7）大豊砿業所

　五十川ドロマイト川登村鉱床の西部に連続して賦存ず

る鉱床を探掘する目的で，目下南津野村に至る蓮搬道路

を建設中であるo

　鉱量　幅約20m，長さ約150m，高さ約20m，賦存

率約．30，％，推定鉱量約40，000t

　以上当地域の苦友石鉱床の内調査した範囲内の総計は

約1，053，GOGtの推定鉱量であるo・

　　　　　　、8ゼ稼行獣況

0

o　　o

o　。蛎　　　o

0

o

ぞ霧　・．：繋肇
O　　o　　O　　Q　　O　 O

　O　　9　　0　　0　　0

一』当…＿ρ翁＼　＼＼

　　　　　　　葱海

o

0

F－

第2圖　足立鑛業黒土肉採石所
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（a）採　、掘

何れも露天掘りで馨岩機を使用しているのは宮崎砿業

と五十川ドロマイトのみであるo

（わ）選　鑛

爆破された苦友石は手選に依つて苦友石及び石次石に

分け，・右友石は捨石として廃棄される。出荷鉱石の耶均

品位はMgO17％前後であるが，選鉱如何に依つて更

に品位を上げ得る見込がある◎

（c）運　搬

一般に当地域に於てはトラック輸邊の距離が長いこ

と，現在海蓮が鉄道蓮賃より割高である事が欠点であるφ

現在業者の問には鉄道貨車輸塗に切り替える計画があ

るo』

（d）賓鑛先

鉱石の大部分は日鉄八幡製鉄所に費鉱されているが，

一部は小倉製鋼庚，叉一・部は硝子原料として三菱化成牧

国工場等に費鉱されている◎一

　　　　　　9・生産量
昭和躯年以降の出荷量を鉱山別に示すと，次の通りで

ある。

10．結　語

　本地域の苦次石は石友岩を交代（？）したもので石荻岩

中に略々附近古生層の走向に李行に帯状或はレンズ状に

苦友石賦存帯が発達する。栃木縣葛生の鉱床と比べて極

めて小規模で，苦友石の賦存率は全体として25～30％．

程度である。而も何れも陸上蓮搬の躍離が長く，搬出が

不便である。品質は選鉱を充分に行えばMgO．17％以

上は確保される。本区域の苦友石鉱床は九州地方として

は最も良く纒まつた鉱量を有し，九州地方に於いて苦友

石の需要が多い点は有利である。

　しかし葛生の苦友石が八幡製鉄所に多量に安債に入荷

する現況では，大分縣下め苦荻石業者もその原償の切下

げに努力せねばならない。例えば現在主として海上輸邊

に頼つているが，これを鉄道貨車に切替えること等であ

るo

　操掘場別に見ると将来性の有るのは，五十川ドロマイ

トの津久見町及び川登村の鉱床，宮崎砿業田野第一操掘

場附近の鉱床である。宮崎砿業所有の南津留村の鉱床も

　　　　　　　　き鉱量の点に殻ては不安ばないが，蓮搬條件から見て経済

・的に開発困難と見倣される。（昭和雛年1月調査）
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別子鉱山産金雲母及び島根縣飯石産凶eng託e質雲母の性質に就て
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＊鑛床部

塘質調査鰯月報第2碁第2號昭和26年

愛媛縣別子鉱山第四通洞には角閃岩体に俘つて多量の

雲母の産出が知られていた◎この雲母はその産状や色等
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